
個人の初期行動
身の安全の確保

倒れやすい戸棚や本棚から離れ、丈夫なテーブルや机の下に身を隠しましょう。

火の始末

みんなで声を掛け合い、ガスコンロやストーブなどの火を確実に消しましょう。

出口の確保

建物がゆがむと出入口が開かなくなることがあるので、出口を確保しましょう。

初期消火活動

火を見つけたら「火事だ！」と叫び、隣近所にも協力を求めましょう。

外へ出るときは落下物に注意

外へ逃げるときは瓦や塀に注意して、あわてずに行動しましょう。

狭い路地やブロック塀に注意

ブロック塀・門柱・自動販売機などは倒れやすいので注意しましょう。

徒歩で避難、荷物は最小限に

できるだけ集団で歩いて避難しましょう。長く歩けるように荷物は小さめに。

近所同士で応急救援

ご近所同士、特にお年寄りや体の不自由な方、けが人などに声をかけ助け合おう。

テレビ・ラジオで正しい情報を

噂やデマに振り回されないように、テレビやラジオで正しい情報を。

※ 自宅で生活できる方は、必ずしも避難所で生活する必要はありません。

非常持ち出し品

防災の基本は、「自分の命は自分で守る」――すなわち『自助』の意識と
対策の実践です。自分と家族をまもるのはあなた自身です。地域防災行動が
円滑に行われ、地震による被害を最小限に食い止めるために、皆様ひとりひ
とりの適切な初期行動と事前の防災対策をお願いします。
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三芳町における
地域防災初期行動のながれ

この、「三芳町における地域防災初期行動の流れ」は、三芳町内で震

度5以上※が発生した場合の、地域コミュニティ(地域防災組織)、町災害

対策本部、防災関係機関の標準的な役割と動き、連携の概略をとりまと

めたものです。

詳細な活動内容は「三芳町 地域防災初期行動マニュアル」に記載さ

れており、町内の公共施設で閲覧できます。
※首都直下地震のうち、町内の被害が最も大きいと想定される地震は「東京湾北部地震」

で、町内の最大震度は6弱とされています。(三芳町地域防災計画より)

迅速で適切な初期行動により、被害を最小限にくいとどめるには、
行政だけではなく、住民、地域のみなさんの協力が必要です。
『自助・共助・公助』の精神で、安全で、安心して暮らせる三芳
町をつくりましょう。

のぞみちゃん

いざという時のため、下のイラスト
に示すような「非常用持ち出し品」を
準備して、家具や家屋が倒れても取り
出しやすい場所（家の外の

倉庫・車のトランク・

家の出入り口付近など）

においておきましょう。

【平成２７年３月改訂】
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 三芳医会等へ支援要請
 応急仮設救護所の設置

 出火状況の把握
 消防機関との連携
 他機関への応援要請  町内パトロールへの出

動
 各行政区被害情報の集
約

 避難勧告・指示の発令
 避難勧告・指示の周知・
避難の呼びかけ

 避難経路の確保、避難
の補助

 避難所へ職員派遣
 避難所の開錠、安全性
の確認

 現地本部の設置
 避難者数の把握・本部
への報告

 備蓄物資の供出・配布

 収容場所の配置、区画
の指定

 避難所運営への助言、
支援

 福祉避難所へ収容可能
人数等の照会

 安否確認・救護
 収容の要請・搬送

（小中学校等被災時）
 避難・収容先の選定
 誘導・搬送・周知

 帰宅支援ステーション等
への協力要請

 情報・休憩所・トイレ・飲
料水等の提供

地
震
発
生

※

（ 震度５強以上）
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社会福祉協議会小・中学校等（避難所）社会福祉施設（福祉避難所）

要救助者の捜索
救出・応急措置
応急仮設救護所への
搬送

消防への通報・救急
搬送

集会所等の提供
情報・休憩所・飲料水
等の提供協力

三芳町 震災時における地域初期行動の全体像 （地域防災組織を中心とした初期活動の流れ）

時間の流れ
（概ねの目安）

ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ派遣派遣要請運営支援協働・協力災害時要援護者受入れ協働・協力

消防への通報
初期消火活動
（人命優先、消火が困
難な場合、直ぐ避難）

避難行動の開始

担当範囲の被害情報
収集

担当範囲の被害情報
集約

町災害対策本部への
報告

※担当範囲は行政区内

避難の呼びかけ
避難者の確認・点呼
集会所の開放（必要に
応じて）

指定避難所への誘
導・移動

避難所の開錠
校庭参集
安全性の確認
避難者の収容
利用施設・範囲の周
知・伝達

避難者数の把握
備蓄物資の配布

収容場所の配置、区
画の指定

避難所運営委員会の
設置

避難所運営ルールの
作成・周知

（民生委員ほか支援者）
安否確認・避難の呼び
かけ

避難者の確認・点呼
自宅待機者の把握
避難所への誘導

児童生徒の引き取り
（各保護者） 地区内の在宅被災者

の人数把握
食料等の支援内容の
把握・報告

食料・物資等の配布

必要物資等の被災者
ニーズの集約

食料・物資等の受取
り・保管・管理

各被災者への配布
（ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱとの協力）

災害時要援護者の支援 児童生徒の保護

避難所の開設・運営

避難所の運営

消防団

 地域パトロール
 救急・救助活動
 搬送の協力

救急・救助

初期消火

 地域パトロール
 消火活動、避難の呼びかけ

三芳医会（応急救護所）

救急・救助

 応急仮設救護所の設置
 負傷者の受入れ
 トリアージの実施
 後方医療施設等への搬送
 応急措置  避難所の開錠、安全性の確認

 避難者の収容、避難者数の把握
 収容場所の配置、区画の指定
 避難所運営への助言、後方支援

 施設での要援護者の一時保護
 収容可能人数等の把握・報告
 収容予定者の確認
 福祉避難所への収容(または緊急入所)

 ボランティア体制作り
（ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱｾﾝﾀｰの設置・運営）
 ボランティアの派遣

 安全確保、保護、保護者への引渡し

初期消火 地域の被害状況
収集・把握 避難行動 避難所の開設

災害時要援護者
の支援

児童生徒の保護

町災害
対策本部
等の設置

救急・救助

初期広報活動 支援要請被害情報集約・報告

埼玉県 他自治体 協定事業者自衛隊 NGO,NPO

帰宅困難者支援

 物資集積場所の設置(三
芳中学校)

 町内ニーズの把握・集約
 物資の確保
 物資集積場所の運営
（集積・管理・仕分け）

 食料・物資等の給付
（原則として、避難所ごと）

物資の集積・配
分とﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ体制

避難所の運営

初期消火

地域の被害状
況収集・把握

避難行動 避難所の開設

災害時要援
護者の支援

児童生徒の保護

救急・救助

帰宅困難者支援

物資の集
積・配分と
ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ体制

在宅被災者
への支援

地区災害
対策本部
体制の
構築

協力・協働 報告
避難勧告
等発令

職員派遣 運営支援職員派遣 食料・物資等の供給

負傷者受入れ 児童生徒の引渡し

協力

１時間 2日～３時間 24時間12時間５時間

物資の集積・配
分とﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ体制

（ 震度５弱以上）

 上富1・2区、上富3区(関越より西)…………………上富小学校
 北永井1・2区、上富3区(関越より東)………………三芳中学校
 北永井3区、藤久保5区(川越街道より西)…………三芳小学校
 藤久保2・3・6区、藤久保5区(川越街道より東)……藤久保小学校
 藤久保1区 …………………………………………唐沢小学校
 藤久保4区 …………………………………………三芳東中学校
 竹間沢1区 …………………………………………竹間沢小学校
 みよし台1区…………………………………………藤久保中学校

指定避難所一覧 ※まずは最寄りの集会所・広場へ一時避難


